
経済政策推移 

 1945 年    1960 年    1970 年    1980 年    1990 年    2000 年    2010 年    2020 年    

主たる経済

理論 

ケインズ経済？ ケインズ経済                                ポストケインジアン 

新古典派総合       新自由主義経済             ニューケインジアン 

         マルクス経済学                                 新資本論                                                       

                                 社会的共通資本  行動経済学  幸福の経済学 

内閣   吉田茂   池田勇人          大平正芳        村山富市          安倍晋三 

    鳩山一郎   佐藤栄作  田中角栄    中曽根康弘     橋本龍太郎     民主党政権 

      岸信介          三木武夫     竹下登         小渕恵三 

                     福田赳夫      宮沢喜一      小泉純一郎 

日銀総裁   一萬田尚登        佐々木直        澄田智        速水優       黒田東彦 

      山際正道        森永貞一郎         三重野康      福井俊彦     植田和男 

          宇佐美洵        前川春雄         松下康雄      白川方明 

経済社会計

画 

    経済自立５ヵ年計画 （鳩山）新経済社会発展計画（佐藤）      経済運営５ヵ年計画（竹下） 

      新長期経済計画(岸)    経済社会基本計画（田中）      生活大国５か年計画（宮澤） 

         国民所得倍増計画（池田） 昭和 50 年代前期経済計画（三木）構造改革のための経済社会計画（村山） 

             中期経済計画（佐藤） 新経済社会７ヵ年計画（大平） 経済新生の政策方針（小渕） 

                 経済社会発展計画（佐藤） 1980 年代経済社会の展望と指針（中曽根） 

全総       第一次全総  新全総    三全総      四全総     国土形成計画 

  戦後復興 経済自立 経済成長    国際協調 生活充実  規制緩和 生活大国 行政改革  →  構造改革 

             経済社会の発展      内需主導  国際社会との調和 安心社会 

   

 


